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謝罪する大成建設の職員ら(30日、世田谷区役所)
東京都世田谷区の新庁舎を建設している大成建設は30日、9月に竣工予定の第1期工事について最大6カ月遅れるとの見通しを示した。第1期工事は区長室などが入る東庁舎などの建て替えだが、主要部のコンクリート整備などの計画に不備が発覚した。

工事は全3期からなり、27年10月の新庁舎の完成を予定していた。大成建設は延伸に伴う工事完了時期の見通しについて工程や工法を見直した上で7月14日までに区に報告する。高島洋・東京支店建築第二部長は「遅れは弊社の落ち度。（区が被る）損害等についても真摯に対応する」と述べた。

同区の保坂展人区長は「施工管理と見通しの甘さという説明はにわかに信じがたい。今回の工事遅延に伴う影響を最大限抑制していくために直接、間接の影響に対して損害賠償についても協議を行う」とのコメントを発表した。
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